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No.41

道志小学生による農業体験

● 定例会　（平成 30 年度一般会計補正予算審議、他）

● 議案等の質疑　（ふるさと納税の現状は、他）

● 一般質問　（2 人が問う）

● 議会活動報告　（第 9 回源流サミット、他）

● あの一般質問は・今　（森林整備計画の作成は、他）

● 紹介（道志村消防団 ）／がんばる人紹介（両国屋 湯川 和則さん）
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12 月
定例会

おもな審議事項

平 成 30 年 度 一 般 会 計
特別会計補正予算審議等

議案等番号 件　名 審議結果

議案第 52 号 道志村職員給与条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 53 号 平成 30 年度道志村一般会計補正予算（第 3回） 原案可決

議案第 54 号 平成 30 年度道志村国民健康保険特別会計補正予算（第 2回） 原案可決

議案第 55 号 平成 30 年度道志村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 2回） 原案可決

議案第 56 号 平成 30 年度道志村介護保険特別会計補正予算（第 2回） 原案可決

議案第 57 号 平成 30 年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第 2回） 原案可決

閉会中の継続調査について 原案可決

●一般会計補正予算　2,850 万円を追加し、総額 20 億 9,343 万円で議決
・地方交付税　　　　　　　　　       　　　　　　

・県 支 出 金　

・村　　　債

（普通交付税） �  1 , 6 6 1 万円

（農林水産業施設災害復旧費補助金、他） �  5 3 2 万円

（商工観光推進事業債、災害復旧費、他） �  6 5 0 万円

お も な 財 源
（ 補 正 分 ）

・民 生 費

・商 工 費

・教 育 費

・災害復旧費

（子育て支援事業費、福祉センター費、他） �  2 7 7 万円
（観光施設等維持管理事業、他） �  4 4 5 万円
（義務教育振興費、他） �  7 3 5 万円
（農地災害復旧費） �  7 0 0 万円

おもな使いみち
（ 補 正 分 ）

●特別会計補正予算　４件の特別会計を審議、議決
• 道志村国民健康保険特別会計 �  1,996 万円の減額

• 道志村国民健康保険診療所特別会計 �  26 万円の追加

• 道志村介護保険特別会計 �  59 万円の追加

• 道志村浄化槽事業特別会計 �  77 万円の追加

●条例改正
• 道志村職員給与条例の一部を改正する条例

［会期日程］　 12 月 11 日（火）～ 14 日（金）4 日間
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ふるさと納税の現状についてＱ

Ａ 昨年度の返礼品は 5 品目、寄付金額は 80 万円でした。今年度は返礼品
を 20 品目に追加したことにより、12 月現在の寄付金額は約 210 万円に
なっております。

（追加したおもな返礼品：道志の水・ジャム・焼酎等）

●増加するための対策は？

高校生通学支援実証運行事業の現状についてＱ

Ａ 吉田方面（2 便／日）、都留方面（1 便／日）の合計 3 便で実施、現在
26 名が利用しています。利用状況は、吉田方面の利用者が多く、都留方
面は今後利用者の増加が期待できます。アンケートでは今後も継続して
ほしいとの声が多くありました。

●利用者からの聞き取り調査結果は？

旧道志小学校の解体についてＱ

Ａ 現在、解体業者の公募が終わり
業者選定の段階です。

●現在までの進捗状況は？

議案等の質疑ＡＡQQ＆＆
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議案等の質疑ＡＡQQ＆＆

村営住宅（２棟）建設場所の検討についてＱ

Ａ 現在は神地地区グリーンロッジ跡に２棟を建設予定で進んでいます。日当
たりのいい土地がベストなのはわかりますが、費用負担等の面から村所有
の土地活用を考慮し計画しました。

●現在進行中の場所以外での考えは？

オリンピック、自転車ロードレースの計画と進行はＱ

Ａ 自転車サポートステーションは、村内で 30 か所位の予定に対し現在 10
か所程度が決定しました。ボランティア募集は県担当者と協議中ですが、
来年１月中旬には確定し募集を開始します。

●自転車サポートステーションの設置、ボランティア募集計画は？

小学校英語教育必修、教科化の対応についてＱ

Ａ 小学校教科化の対応は、教職員は県の研修会、教育委員は
説明会等の研修をしています。また中学校の ALT（外国語指
導助手）により小学校全学年で英語活動を実施しています。

● 2020 年度、5・6 年生教科化の対応は？

平成 31 年度地域おこし協力隊員採用についてＱ

Ａ 平成 31 年度は、①農林漁業の 6 次産業化②英語活用学習支援サポート
③サテライトオフィス誘致サポートに、各 1 名ずつで 3 名の募集を平成
30 年 11 月 30 日から平成 31 年 1 月 31 日まで行います。

●活動内容と募集人員は？

村内消火栓のホースの設置状況についてＱ

Ａ 今年度消防団より要請のあった、本数の補充、破損
ホースの取り換え等は現在では全て完了しました。

●各消火栓のホース数は充分か？
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山
口

　
今
年
は
、
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
大
雨
で

た
び
た
び
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。
停
電
も

重
な
り
、
村
民
の
経
済

活
動
に
大
き
な
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
安
全
対
策
も

進
ん
で
お
り
、
送
電
線

も
４
個
所
か
ら
入
っ
て

い
ま
す
。
早
期
の
復
旧

が
可
能
と
思
わ
れ
る
の

で
、
関
係
機
関
と
協
議

し
て
利
便
性
が
図
れ
な

い
か
。

　　
①
通
行
止
め
の
雨
量
基

準
を
引
き
上
げ
る
よ
う
県

に
要
望
で
き
な
い
か
。

　

台
風
の
た
び
に
、
通
行
止

め
に
な
り
、
村
民
生
活
に
支

障
が
で
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
方
法
や
改
良
工
事
を
建
設

事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

道
路
管
理
者
は
、
住
民
の

安
全
を
第
一
に
考
え
る
た
め

通
行
止
め
の
処
置
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

通
行
止
め
の
基
準
は
、
各

路
線
を
分
析
し
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
改
良
工
事
が
進
み

改
善
す
る
こ
と
で
降
雨
量
の

基
準
を
引
き
上
げ
る
事
が
可

能
で
す
。

　

村
と
し
て
引
き
続
き
危
険

個
所
の
解
消
に
向
け
た
改
良

の
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
②
災
害
時
は
、
村
内

業
者
を
総
動
員
で
き
る

よ
う
、
県
と
交
渉
は
。

　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

複
数
個
所
が
被
災
し
た
り
、

大
規
模
な
災
害
の
場
合
に
は

そ
の
都
度
県
で
対
応
を
考
え

活
用
で
き
る
よ
う
東
電

に
交
渉
で
き
な
い
か
。

　

今
回
の
停
電
は
、
村
内
各

所
で
倒
木
に
よ
る
送
電
線
の

断
線
が
原
因
で
復
旧
作
業
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
村

は
別
の
地
域
４
ル
ー
ト
か
ら

電
力
供
給
出
来
る
の
で
東
京

電
力
が
構
築
し
て
い
る
村
内

へ
の
送
電
シ
ス
テ
ム
は
、
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

国道・県道の通行止め等の解除について
住民の安全を第一に考え現時点では通行止め

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ｑ

村
長

山口博康  議員

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　　
③
五
輪
の
所
の
バ
リ

ケ
ー
ド
を
少
し
峠
寄
り

に
移
動
で
き
な
い
か
。

　

道
坂
峠
、
山
伏
峠
と
も
に

ゲ
ー
ト
の
位
置
に
つ
い
て
、
適

切
な
位
置
に
移
動
の
為
、
建

設
事
務
所
と
協
議
中
で
す
。

　
④
停
電
時
は
、
４
個

所
か
ら
の
送
電
を
フ
ル

強風による電柱の倒壊

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

一 般 質 問
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Ａ
風疹予防に対する村としての体制はＱ
厚生労働省の方針結果を待って対応する

大
田

　

厚
生
労
働
省
は
風
疹

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
の

低
い
30
代
〜
50
代
の
拡

大
を
想
定
し
、
公
的
な

予
防
接
種
の
対
象
年
齢

を
拡
大
し
、
無
料
で
受

け
ら
れ
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
村
と
し
て
、

そ
の
対
応
策
は
。

　

十
分
な
免
疫
を
つ
け
る
た

め
に
は
、
２
回
の
接
種
が
有

効
で
す
が
、
過
去
に
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
30

代
〜
50
代
の
男
性
は
免
疫
を

持
た
な
い
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は

同
年
代
男
性
を
対
象
に
免
疫

の
有
無
を
調
べ
る
抗
体
検
査

の
無
料
化
を
検
討
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
結
果
を
待
っ
て

対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
小
学
６
年

生
〜
49
歳
以
下
の
村
民
を
対

象
に
麻
疹
・
風
疹
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
を
一
人
１
回
限

り
５
０
０
０
円
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て
村
で
は
、
防
護

柵
の
設
置
等
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
な
お
、

鳥
獣
被
害
は
後
を
絶
た

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
対
策
は
あ
る
か
。

　

現
在
、
村
の
野
生
鳥
獣
被

害
対
策
は
鳥
獣
被
害
防
止
柵

の
設
置
と
個
人
が
設
置
し
た

防
護
柵
や
ネ
ッ
ト
等
の
資
材

に
対
す
る
助
成
の
２
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
村
は
地
形
的
条
件
か
ら

根
本
的
な
解
決
は
難
し
く
、

今
後
は
各
圃
場
ご
と
の
対
策

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

大田博文  議員

産
業
振
興
課
長

住
民
健
康
課
長

鳥獣被害防止柵

一 般 質 問
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議 会 活 動 報 告
● 全国町村議会広報研修会　 平成 30 年 10 月 10 日   

　全国町村議会議長会主催の「北海道・
東北・関東地区」広報研修会が東京都
千代田区の砂防会館にて行われ、委員
２名と事務局主幹の３名にて参加しま
した（本県からは７町村の参加）。講演は
３部門「読み手に伝わる文章の書き方」

「デザインの力で、もっと伝わる議会
広報誌に」「最優秀賞及び優秀賞（総合

２位）作に見る光彩を放つ編集力」で
した。今回も要約すると、いかに読み
やすい、読んでもらえるには、の内容でした。「どうし議会だより」も多くの講演に参加するた
びに少しずつ進化させていきたいと考えています。

講演のようす

● 第９回全国源流サミット 平成 30 年 10 月 20 日

　「つながって、まもろう未来に向けた、川のある暮らし。」をスローガンに島根県津和野町体育
館で開催され、映画監督で現在「高津川」の撮影中である島根県出身の錦織良成氏の「高津川の
魅力」と題した講演がありました。
　その後東京農業大学の宮林教授をコーディネーターに、パネラー多摩川源流研究所所長中村文
明氏他地元ＮＰＯ法人代表３氏による「流域連携による持続可能な社会づくり」をテーマに、パ
ネルディスカッションがあり、活発な意見交換がありました。源流地域の活性化や魅力づくりの
良い参考になりました。

第 9 回全国源流サミットにて
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● 全国過疎問題シンポジウムＩＮやまぐち 平成 30 年 10 月 25 〜 26 日

シンポジウムにて

　山口県総合保健会館多目的ホールにて、平成 30 年度過
疎地域自立活性化優良事例表彰式が行われ、総理大臣賞
に４団体、全国過疎地域自立促進連盟会長賞に５団体の
表彰がありました。その後、持続可能な地域社会総合研
究所長 藤山浩氏による「田園回帰の時代～人と仕事を取
り戻す１％戦略」と題した基調講演がありました。
　26 日の分科会（長門市ラポールゆや）では、前日受賞された５団体の地域の活性化や人口減少対
策など成功事例の発表があり、大変役に立ちました。今後の活動に生かしていきたいと思います。

● 建設厚生委員会活動報告 平成 30 年 11 月 22 日

　10 月 1 日の台風 24 号の豪雨で、国道 413 号相模
原市青根地区内で、大きな土砂崩落があり、通行止め
となりました。橋本方面には遠く迂回をすることとな
り、村民にとっても大きな支障となりました。
　10 月 6 日現地調査を行い、状況を村当局に報告し
ました。10 月 17 日には議長他数名で再度現地調査を
行い、津久井地区の 2 名の市会議員と復旧状況の確認・
その後の進捗状況の報告・通行止め解除の見込み情報
等を道志村にも提供して頂くよう協議しました。相模原市の早急な対応により 12 月 4 日より市
道橋津原線が通行可能となりました。

● 婚活 in どうし 平成 30 年 11 月 10 日

　結婚相談員主催による「第 9 回満天の星とたき火 de 婚活」が開催され、村内外から 30 代、
40 代の独身男女 24 名の参加がありました。イベント当日は天候に恵まれ、日中は過ごしやすく、

薪集め、ゲームを楽しみ、夕食は囲炉裏でイワナを焼き、
道志ポークとクレソンのしゃぶしゃぶを堪能しました。
夜は室久保のキャンプ場に移動し、たき火、竹ランプを
灯し、最高のロケイションで満天の星を眺め交流を深め
4 組がマッチングしました。議会では参加者の送り迎え
やイワナ焼の準備などを手伝いました。今後とも結婚相
談員と連携し、人口増加対策に取り組んでいきます。たき火を囲んで交流

土砂崩落の現地調査

平成 30 年 10 月〜 11 月
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議 会 活 動 報 告
● 平成 29 年度山梨県東部広域連合議会報告 平成 30 年 11 月 26 日   

　３市３村（都留、大月、上野原、道志、小菅、丹波山）で構成している広域連合の主要事業である
会議認定審査会について報告します。

１、介護認定審査会の設置
　　※介護認定審査員数 35 人（定員 60 名以内）（都留市 12 名、大月市 12 名、上野原市 11 名）

２、介護認定審査会の開催状況
平成 29 年度（29 年 4 月 1 日～ 30 年 3 月 31 日）一ヶ年の市町村からの審査依頼件数 4770 件
に対し、介護認定審査会を 146 回開催し前年度末処理分を含め 4833 件の判定を行いました。

　　※市町村判定件数
都留市 1494 件、大月市 1573 件、上野原市 1537 件
道志村 98 件、小菅村 69 件、丹波山村 62 件、計 4833 件

３、その他
山梨県東部広域連合議会として現在３市３村の消防の広域化について県の動向を見ながら研
修会、先進地視察を実施しています。

● 総務文教委員会 平成 30 年 11 月 27 日

　総務文教委員会では、以前より協議してきた課題を５項目に集約し、村への提言書としてまと
めました。

　学校教育環境の改善については、12 月
3 日、議長と委員長が教育委員会へ提言
書を提出いたしました。また、今後はそ
の他の項目を村長への提言書としてまと
め、提言を行う予定です。

提言書を提出

４、移住対策について

５、学校教育環境の改善について

１、スポーツプラザ屋内プールについて

２、小中学校グラウンドについて

３、池の原周辺の道路環境について
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質
問

答
弁

平
成
29
年
4
月
定
例
会

議会の考え

平
成
26
年
12
月
定
例
会

質
問
道
志
村
の
一
体
的
な
森

林
整
備
計
画
の
作
成
は

質
問
山
梨
県
の
森
林
整
備
計

画
の
見
直
し
促
進
を

答
弁
道
志
村
の
森
林
整
備
計
画
は
︑
平

成
25
年
度
に
作
成
済
み
で
あ
る
︒

答
弁
山
梨
県
へ
の
計
画
見
直
し
提
案
は

検
討
す
る
︒

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り

組
み
と
実
績
は

28
年
11
月
か
ら
楽
天
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
に
出
店
し
︑
対
前
年
度

比
で
み
る
と
件
数
で
20
％
︑
金
額

で
10
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

その結果今は

現在は南都留森林組合の森林経営計画と道志
村森林整備計画に基づいて、第 25 林班（※）

から 27 林班で間伐整備を実施している。
また、山梨県の森林整備計画の見直しがされ
ており、平成 31 年度には森林環境贈与税の
制度が実施される。 ※林斑とは森林区画の単位。

返礼品を 20 品目に増やし、登録サイトを
2 社にした。平成 30 年 12 月現在 185 件、
210 万円となった。

今後は体験型なども返礼品に入れてい

き、納税者に道志村に来ていただき、

村の PR に繋がればと思います。

森林環境贈与税の内容と県の森林整

備計画、道志村の森林整備計画の整

合性を図り、南都留森林組合とも連

携して本事業の振興を図っていく。

あの一般質問は今…
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紹 

介
しょうかい

　

平
成
29
年
4
月
に
道
志

村
消
防
団
団
長
の
職
を
拝

命
し
ま
し
た
、
山
口
時
彦
と

申
し
ま
す
。

　

道
志
村
消
防
団
は
、
7
分

団
（
災
害
支
援
分
団
含
む
）
及

び
音
楽
隊
等
が
置
か
れ
、
消

防
団
員
１
７
４
名
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員

は
、
会
社
勤
務
や
自
営
業
な

ど
で
仕
事
を
す
る
か
た
わ

ら
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷

土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

火
災
を
は
じ
め
台
風
な
ど

の
災
害
発
生
時
に
は
村
民

の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
防
災
訓
練
や
年
末
年

始
の
火
災
警
戒
な
ど
に
お

い
て
は
防
災
意
識
の
普
及

や
防
火
指
導
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
方
々
や
消

防
団
員
が
働
く
勤
務
先
の

皆
様
、
ま
た
、
消
防
団
員
の

ご
家
族
に
は
日
頃
か
ら
消

防
団
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
災
害
発
生
時

に
お
い
て
は
仕
事
中
で
あ

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
時
に

は
貴
重
な
休
日
を
返
上
し

て
地
域
の
た
め
に
奉
仕
と

献
身
の
精
神
で
活
動
す
る

消
防
団
員
に
対
し
て
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

消防団の活動

道
志
村
消
防
団

山   

口
　
時   

彦

い
た
し
ま
す
。

　

団
長
と
し
て
、
３
月
末
ま

で
残
り
少
な
い
任
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
年
末
年
始
に

か
け
て
、
火
災
等
の
発
生
す

る
危
険
性
が
高
い
季
節
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
気
を
引
き
締

め
て
、
消
防
団
員
一
同
、
地

域
住
民
の
安
全
と
郷
土
の

繁
栄
の
た
め
、
さ
ら
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

団
長

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
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編 集 後 記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

菅
谷
　
政
文

　
副
委
員
長
　 

佐
藤
　
長
久

　
委

員
　 

杉
本
　
孝
正

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
進

こだわりの両国屋を目指して
　

両
国
屋
の
前
身
は
、
月
夜
野
の
旧

道
で
、
祖
父
の
湯
川
光つ
や
き
ち

沢
吉
が
、
釣

り
人
・
猟
師
の
た
め
営
ん
で
い
た

「
木き
ど
ぎ
わ

戸
際
」
と
い
う
屋
号
の
宿
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
客
さ
ん
か

ら
「
道
志
川
の
近
く
の
方
が
い
い
の

で
は
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

昭
和
26
年
、
両
国
橋
が
鉄
橋
に
架
け

替
え
ら
れ
る
の
を
機
に
、
橋
の
近
く

に
屋
号
「
両
国
屋
」
と
し
て
移
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
46
年
に
現
在
の

場
所
に
移
り
、
以
来
70
年
近
く
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
、
地
域

の
方
々
や
お
客
さ
ん
、
釣
り
人
の

方
々
に
活
か
さ
れ
「
こ
だ
わ
り
の
両

国
屋
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

道
志
村
の
食
材
に
よ
る
健
康
料
理

の
提
供
や
カ
ラ
オ
ケ
設
備
も
充
実
さ

せ
、「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」
の

あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
う
お
店
づ
く
り

を
心
が
け
、
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
一
同

頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

両国屋

湯川   和則さん

　

12
月
定
例
会
も
終
わ
り
議
会
だ
よ

り
41
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
私
た
ち

が
広
報
委
員
と
な
っ
て
か
ら
議
会
だ

よ
り
の
制
作
も
本
号
で
11
回
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
都
度
定
例
会
で
の
一

般
質
問
、
議
案
等
の
質
疑
、
閉
会
中

の
議
会
活
動
等
多
く
の
情
報
を
住
民

の
皆
様
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、多
く
の
広
報
研
修
、視
察
等
行
い
、

「
読
み
や
す
く
」「
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
」
議
会
だ
よ
り
作
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
研
修
に
参
加
し
、「
読
ん
で

も
ら
え
る
」
議
会
だ
よ
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
新
年
を
迎
え
、
ま
た
、

新
た
な
年
号
の
始
ま
り
で
す
。
住
民

の
皆
様
に
幸
多
い
年
で
あ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。�

（
杉
本
孝
正
）

以前の両国屋


